
新型コロナウイルスワクチンの職域接種について

令和３年６月

大阪府健康医療部ワクチン接種推進課

職域接種サポートチーム



 新型コロナワクチン接種について

 職域接種を行うための準備

 ワクチン接種を受ける際に必要なもの

 COVID-19ワクチンモデルナ筋注について

 現在実施しているワクチン接種におけるトラブル事例

本日の内容
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予防接種法に基づく、新型コロナワクチン接種の概要

◆予防接種の実施主体は「市町村」◆ワクチン流通の
実施主体は「国」

◆都道府県はそれら
をサポートします。

◆企業・大学等の皆様に
担っていただきたい役割
接種に係る人や会場などの準備
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 「新型コロナワクチンの職域接種について」

令和３年６月１日 厚生労働省健康局健康課予防接種室 事務連絡

新型コロナワクチン接種

現在、新型コロナウイルス感
染症のまん延防止を目的とし、
予防接種法に基づく国民への予
防接種を実施しております。

このたび、新型コロナワクチ
ンの円滑な接種をすすめるため、
職域（学校等を含む）単位での
ワクチン接種を開始します。
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職域接種の概要

新型コロナワクチン接種

 使用するワクチン 武田/モデルナ社製ワクチンです。

 開始時期 令和３年６月２１日から（状況により前倒し可能）

 医療従事者等の確保 接種会場、医療従事者等は企業や大学が確保

 実施形態 企業や大学などが単独または、共同実施（取引先等も含む）

 接種順位 職域接種の対象者の中でも、優先順位に基づく

優先接種の機会を設けてください。

 接種費用 接種にかかる費用は予防接種法に基づき支給されます。

 接種券 市町村から発行される接種券が必要です。

ただし、被接種者に接種券が届く前に接種可能。

その場合は、後日被接種者から回収し、予診票に貼り付ける。 4



職域接種の協力依頼

（厚生労働省作成資料より抜粋）
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新型コロナワクチン接種の接種順位

厚生労働省ホームページより

今般実施される職域接種は、上図の赤枠の部分に該当します。

高齢者や基礎疾患を有する者などの接種順位は上位に該当します。 6



「基礎疾患を有する者」の考え方

新型コロナウイルス感染した場合の重症化リスクの大きさ等を踏まえ、優先順位が高く
位置付けられております。職域接種においても、これらに該当する方の優先接種の機会を
設けてください。（※診断書等の証明書は必要としません。）

１． 以下の病気や状態の方で、通院／入院している方

1. 慢性の呼吸器の病気
2. 慢性の心臓病（高血圧を含む。）
3. 慢性の腎臓病
4. 慢性の肝臓病（肝硬変等）
5. インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気を併発している糖尿病
6. 血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く。）
7. 免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む。）
8. ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている
9. 免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
10.神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害等）
11.染色体異常
12.重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態）
13.睡眠時無呼吸症候群
14.重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、精神障害者保健福祉手帳を所持している、又は自立支

援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

２． 基準（BMI 30以上）を満たす肥満の方
＊BMI30の目安：身長170cmで体重約87kg、身長160cmで体重約77kg。

早く受けられる
か心配だわ…
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接種にかかる費用

◆単価
新型コロナワクチンの接種に係る費用は以下のとおりとし、全国

統一とする。

（参照）
「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する医療機関向け手引き（3.0 版）」24ページ
令和３年４月30日付 厚生労働省健康局健康課予防接種室、医政局総務課事務連絡

「新型コロナウイルスワクチンの時間外・休日の接種について」

費目 単価（税抜）

１回目接種費用 ２，０７０円

２回目接種費用 ２，０７０円

接種を実施できなかった場合の予診費用 １，５４０円

６歳未満の乳幼児加算額 ６６０円

時間外に接種又は予診のみを実施した場合の加算 ７３０円

休日に接種又は予診のみを実施した場合の加算 ２，１３０円
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 職域接種を行うための要件

 医師・看護師等の医療従事者、接種会場の設営・運営を担う事務スタッ
フ等、必要な人員を企業等が自ら確保すること（原則として市町村にお
ける予防接種体制に影響を与えないようにすること）

 接種会場や会場設営に必要な物品類は企業等が自ら確保すること

 企業等内において、職域接種の準備・実施のための体制を確保すること
（⇒⇒⇒ 事務局を設置する）

 同一の接種会場で２回接種を完了すること、同一の接種会場で2000
回程度（1000人×２回）の接種を行うことを基本とする

 ワクチンが納品される接種会場においてワクチンを適切に保管の上、接
種すること

職域接種の開始に当たり準備すること（１）
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 職域接種を行うための要件

 職域接種の接種対象者に関しては、各企業におけるクラスター対策等の
観点に応じ、雇用形態によって一律に対象者を区別することは望ましく
ないという趣旨を踏まえつつ、公平・適切に判断すること

 被接種者の個人情報の取扱いについて、医療機関等に準じた取扱いを
行うこととし、目的外の使用を決してしないこと

 一人ひとりが接種を受けるかどうかを自ら決定するという考え方に基
づき、接種に当たっては、本人の意思を確認するとともに、接種を強制
することがないよう留意すること

職域接種の開始に当たり準備すること（２）
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 事務局の設置

 企業等において、職域接種について、医療機関の確保、申請入力、企業等内の連

絡調整、接種会場や必要物品の手配、国・自治体・医療機関等との調整等を担う

事務局体制を確保すること。事務局の人数・体制については、接種人数の規模

や発生する事務量等を勘案して適切なものとすること。

 事務局においては、まず、企業等の従業員等（家族や、大学等の場合の学生等を

含む、以下同じ）のうち、接種対象者を決め、接種を希望するおおよその人数を

把握すること。

 接種対象者のおおよその人数に基づき、医療機関と必要な医師・看護師等の医

療従事者、適切な接種会場等を確保し、接種期間を設定すること。

職域接種の開始に当たり準備すること（３）
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職域接種の準備工程（１）

【接種開始２週間前までにしていただくこと】

• Web入力フォームで申請していただきます。
ＵＲＬ： https://ova.gbiz.go.jp/

• 社内体制、人員体制、場所・同線の確保、及び接種計画（スケジュール等）を計画・
準備してください。

• それらの内容をもとに、国及び府が接種会場の確認を行います。

• 接種会場として受付ができた場合、接種開始までにワクチン保管用の冷凍庫（－２
０℃）とワクチン接種記録システム（ＶＲＳ）入力用タブレットが配備されます。
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職域接種の準備工程（２）

【接種開始１～２週間前にしていただくこと】

• 「医療機関コードの取得」、及び「集合契約に加入」、「V-SYS IDの取得」、「医
療機関情報等の入力・登録」が必要です。

• ただし、これらの作業については、国が「代行・補助可能」であると示されており
ます。
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集合契約

新型コロナワクチンの接種に当たっては、実施主体である各市町村と各接種実施医療機関
等の間で、契約を締結する必要がある。

（中 略）
接種実施医療機関等は、どこの市町村の住民が接種を受けに来るかわからないため、全て
の市町村との間で契約を締結する必要がある。各接種実施医療機関等が各市町村との間で
独自に契約を締結するのは現実的ではないため、全国統一様式の契約書を用い、原則とし
て集合契約の形で契約を行うこととする。

「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する医療機関向け手引き（3.0版）」より抜粋14



職域接種の準備工程（３）

【接種開始１週間前～当日（それ以降）にしていただくこと】

• ワクチンの納品の際に、スムーズに実施できるよう、納品リハーサル（納品場所、
ルートの確認）を行います。納品は、武田薬品工業株式会社及び委託された業者が行
います。

• ワクチンとは別に、各事業所の所在地に特定の地域卸が定められております。地域卸
を通じて針・シリンジの納品がされます。

• 接種実施時には、接種実績の報告が必要です。実績報告はワクチン接種記録システム
（ＶＲＳ）を通じて行います。

• 接種実施が完了後、予診票に接種券を貼付し、市町村または国保連あてに費用請求を
行います。接種券は、被接種者のお住いの市町村より被接種者あてに郵送されます。

15



職域接種の実施パターン（１）

• 企業内診療所を中心とした実施になります。企業内診療所を有していることが大前
提になります。（診療所を有していない場合、新規開設が必要です。）

• 集合契約は「企業」または「企業内診療所」が行います。

• 会議室など診療所開設許可区域以外の場所を接種会場とする場合、診療所の構造設
備の変更届を、提出する必要がある場合があります。（令和３年２月１日付 厚生
労働省医政局総務課事務連絡）

診療所の構造設備変更届に関する詳細は、最寄りの府保健所または保健所設置市
（大阪市・堺市・東大阪市・高槻市・豊中市・枚方市・八尾市・寝屋川市・吹田
市）保健所にお問い合わせください。

（参考）大阪府ホームページ 診療所にかかる様式

https://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/byouin/kyoka_cl.html 16
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職域接種の実施パターン（２）

• 外部の医療機関に委託して実施します。

• 集合契約は「（委託された）医療機関」が行います。
ワクチンの納入先・保管場所は、実施会場（企業・大学内）になります。

• 条件により、新規に診療所開設が必要となる場合があります。
〈参照〉 健政発第927号厚生省健康政策局長通知（平成７年11月29日付）

厚生労働省医政局総務課事務連絡 （令和３年２月１日付）
厚生労働省医政局総務課事務連絡 （令和２年12月17日付）

• 条件を満たした場合、医療機関による巡回接種として取り扱うことができます。

• 巡回接種に関する詳細は、最寄りの府保健所または保健所設置市（大阪市・堺市・
東大阪市・高槻市・豊中市・枚方市・八尾市・寝屋川市・吹田市）保健所にお問い
合わせください。

17



職域接種の実施パターン（３）

• 企業、大学等が指定する外部の医療機関で実施することになります。

• 集合契約は「医療機関」が行うことになります。
医療機関は複数の企業・大学等から依頼を受ける可能性があります。

• 医療機関を利用する場合、地域におけるワクチン優先接種、一般接種に影響が出な
いようにしてください。

• また、当該医療機関が武田・モデルナ社製ワクチン以外のワクチン（ファイザー製
など）をすでに接種している場合は、武田・モデルナ社製ワクチンの納入・使用は
できません。
武田・モデルナ社製ワクチン以外のワクチンの使用が完了した等、当該医療機関に
在庫がない場合は、武田・モデルナ社製ワクチンの納入・使用は可能です。
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看護師のあっせんについて

19

ｅナースセンター ―都道府県看護協会による無料職業紹介事業―

https://www.nurse-center.net/nccs/am00/amd0018

https://www.nurse-center.net/nccs/am00/amd0018


接種実施医療機関で準備するもの

ⅰ 予診票
ⅱ 予診等で用いるもの

• 医療従事者用のマスク、使い捨て手袋
• 使い捨て舌圧子
• 体温計

ⅲ 接種に用いる物品のうち接種実施医療機関等で準備するもの
• 消毒用アルコール綿（アルコール過敏症の被接種者用の消毒綿も用意）
• トレイ
• 医療廃棄物容器、針捨て容器
• 手指消毒剤

ⅳ 救急用品
• 血圧計、静脈路確保用品、輸液セット、生理食塩水
• アドレナリン（エピネフリン）、抗ヒスタミン剤、抗けいれん剤、副腎皮質ステロイド剤等

の薬液

ⅴ 事務用品
• ボールペン（赤・黒）、日付印、スタンプ台、はさみ

ⅵ ワクチン保管庫
• ２～８℃の環境でワクチンを保存するための冷蔵庫

※ 詳細については、厚生労働省ホームページに掲載されている「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種
の実施に関する職域接種向け手引き（初版）」25ページを参照してください。

（参考）厚生労働省ホームページ 職域接種に関するお知らせ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_shokuiki.html 20

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_shokuiki.html


職域接種にあたり国で準備するもの
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接種計画の立て方

接種計画を立てる際の注意事項

• モデルナ製ワクチンは１バイアル１０回接種であり、最小配送単位は１
０（１００回分）になります。

• バイアルに注射針を刺したものは、２～２５℃で６時間以内に使用して
ください。一度解凍したワクチンは、再凍結することはできません。

• 体調によるキャンセル等が発生する場合も考慮し、１日あたりの接種回
数は、なるべく多く設定してください（原則１００回以上が望ましい）。

• ワクチンロスを減らすため、端数が出ないように、日々の接種計画は10
人単位で作成してください。
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－２０℃冷凍庫の適正使用について

-20℃冷凍庫は、専用ブレーカーを備えた専用回路を使用すること。同一のコ
ンセントで別の電気機器を同時に利用した場合、電流不足が生じ、超低温冷凍
庫が使用不能になる恐れがある。

• 定期的に庫内の温度を確認する

• 定期的に冷凍庫のコンセントが接続されていることを確認する

• 定期的に冷凍庫の扉が開いていないか確認する（頻繁な開閉や長時間の扉の開放
は庫内温度の上昇に繋がる）

• 必要に応じて蓄冷剤を併用することで庫内温度を保つ

なお、各接種実施医療機関等各施設の責任下において適切な温度管理が可能
であれば、独自に購入した冷凍庫を使用しても差し支えないが、以下の点を遵
守すること。

• 冷凍庫が医薬品専用であること

• 日常点検で温度逸脱が起きないようにモニターされていること

• 複数冷凍庫がある場合は、同一電源を使用しないこと

• 停電時の対応を取ること

• 各施設の責任のもと、他の製品との取違いには十分留意すること 23



（参考）大阪府ホームページ 新型コロナワクチン集団接種について
１．掲載URL：http://www.pref.osaka.lg.jp/kansensho/vaccine/coronavaccine_demo.html
２．動画URL：https://youtu.be/ThGF6GYF1Eo （小規模会場 600㎡）

https://youtu.be/lrEFLyGeDow （大規模会場 1,200㎡）

集団接種会場の設営について

府ワクチン集団接種訓練（小規模会場600㎡）にお
けるレイアウト、及び人員体制を示しております。

⇒15人程度/１レーン/１時間を想定

役割
小規模会場
２レーン

受付 事務員２名

予診票確認 薬剤師２名

予診（※１） 医師２名

接種（※２） 看護師２名

接種補助（※２） 看護師２名

薬液充てん
看護師１名
薬剤師１名

誘導・検温・接種済証・案内等
事務員７名
薬剤師１名

現場管理 事務員１名

※１ 予診については、2交代制で運用
※２ 接種と接種補助者は、2交代制で運用できるよう同数の配置とした。

本府において、ワクチン集団接種訓練を実施しました。検証結果を踏まえ、「新型コロナウ
イルスワクチン集団接種会場運営マニュアル」を策定し、ホームページにて公開しています。

２４※動画ではファイザー製ワクチンを想定して希釈していますが、
モデルナ製ワクチンは希釈不要です。

http://www.pref.osaka.lg.jp/kansensho/vaccine/coronavaccine_demo.html
https://youtu.be/ThGF6GYF1Eo
https://youtu.be/lrEFLyGeDow


２５



接種を受ける際に必要なもの

👉 予診票 職域接種の場合は、
接種券（クーポン）
が、被接種者に届い
ていない場合でも、
ワクチン接種が可能
です。

住民票に記載されて
いる住所を記載して
ください。

被接種者の本人同意
が必要です。
あくまで、任意の接
種となります。

回答欄にもれがない
か確認してください。

厚生労働省ホームページにて、「新型コロナワクチン 予診票の確認の
ポイント」が掲載されております。ご確認ください。 26



接種を受ける際に必要なもの

👉 予診票の印刷

• 予診票については、接種実施医療機関等において準備すること。接種券が配布され

ている対象者については、自治体から接種券と同時に予診票が配布されている場合

があり、その場合はどちらを使用しても差し支えない。

• 予診票の様式は、必ず統一様式（成人用参考様式を含む。）を使うこと。

• 以下の厚生労働省ホームページからダウンロードできる。

• 【予診票様式】

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html#h2_free1

• ＰＤＦファイルの印刷に当たっては、印刷画面で「カスタム倍率」を選択し、倍率

を100％として印刷すること。（「実際のサイズ」で印刷しても差し支えない。）

27

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html#h2_free1


接種を受ける際に必要なもの

👉 接種券（クーポン券）
お住いの市町村から被接種者あてに配布されます。接種当日にお手元
にない場合は、後日、本人より回収してください。

接種券

被接種者から、接種券（クーポン券）を回収した際には、
忘れずに予診票に貼付してください。（費用請求の際に
必要になります）

予防接種済証
接種時にワクチンメーカーが作成す
るシールを張り付け、接種年月日及
び接種医療機関名を記載します。

28



接種を受ける際に必要なもの

👉 【武田/モデルナ社】新型コロナワクチンの説明書
厚生労働省ホームページに掲載されています。被接種者に説明の際にご
使用ください。

29



武田/モデルナ社ワクチン

30



武田/モデルナ社ワクチンの流通について

31



モデルナ製ワクチン 取り扱い上の注意①

32



モデルナ製ワクチン 取り扱い上の注意②

33



ワクチン接種後に生じる様々な事象について

厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000760489.pdf 34

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000760489.pdf


●臨床試験における副反応

 臨床試験において、ワクチン接種後に注射部位疼痛、疲労、筋肉痛、頭痛、
関節痛、悪寒等が報告されています。

副反応

(参考)COVID-19ワクチンモデルナ筋注 適正使用ガイド

一部の副反応においては、７日
目以降（遅発性）に認められる
ものもありました。

35



●臨床試験における副反応

 有害事象の発現の特徴

 １回目接種時 ＜ ２回目接種時

 高 年 齢 層 ＜ 非高年齢層

副反応

(参考) COVID-19ワクチンモデルナ筋注 適正使用ガイド

国内外の臨床試験において認められた副反応の中には、1回
目接種後より2回目接種後の発現頻度が高いもの、非高齢者
の方が高齢者より発現頻度が高いもの、また女性の方が男性
より発現頻度が高いものがみられました。

36



●遅発性局所反応

 １回目接種時に認めた場合でも、基本的には２回目接種が可能です。

副反応

(参考)COVID-19ワクチンモデルナ筋注 適正使用ガイド

37



●海外におけるアレルギー反応の情報

 緊急使用許後

 約７，８４９万回（推定）の接種後に530例の

アナフィラキシー反応が報告されました。

 530例のうち、ブライトン分類(レベル１～３）

に該当するアナフィラキシーは244例でした。

副反応

(参考) COVID-19ワクチンモデルナ筋注 適正使用ガイド

38



●接種後の注意点（「厚生労働省作成 リーフレット」より抜粋）

副反応

(参考)厚生労働省作成 リーフレット 39



副反応疑い報告制度における報告と評価の流れ

40



副反応疑い報告

●報告方法

いずれかの方法でPMDA（独立行政法人医薬品医療機器総合機構）へ送付してください。

1. PMDA ウェブサイト上の報告受付サイトから入力する（推奨）

報告受付サイト：https://www.pmda.go.jp/safety/reports/hcp/0002.html

2. 様式をダウンロードして記入し、下記の【送付先】にファックスで送付する
（最低２ページ目まで提出が必要です。ウェブサイト上の記載例もご確認ください。）

厚生労働省ウェブサイト：
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_hukuhannou_youshikietc.html

PMDA ウェブサイト：https://www.pmda.go.jp/safety/reports/hcp/prev-vacc-act/0002.html

3. アプリで作成した報告書を、下記の【送付先】にファックスで送付する。

国立感染症研究所ウェブサイト：

https://www.niid.go.jp/niid/ja/vaccine-j/6366-vaers-app.html

【送付先】
（独）医薬品医療機器総合機構

安全性情報・企画管理部情報管理課
新型コロナワクチン専用FAX：

０１２０－０１１－１２６ 41



予防接種健康被害救済制度

【救済制度の概要】
予防接種後の副反応による健康被害については、極めてまれではあるものの不可

避的に生じるものであることから、接種に係る過失の有無に関わらず迅速に救済す
ることとしている。
職域接種を含む新型コロナワクチンの接種は、予防接種法附則第７条の規定に基

づき、予防接種法第６条第１項の予防接種として行われるものである。このことか
ら、同法第15条の規定に基づき、市町村長は、新型コロナワクチンを接種したこと
により健康被害が生じたと厚生労働大臣が認めた者について、救済給付を行う。ま
た、救済給付に係る費用は、同法附則第７条第３項の規定により、国が負担する。

【申請から認定・支給までの流れ】

42



●ワクチン休暇について

副反応対応について

令和３年５月28日付 朝日新聞ＤＩＧＩＴＡＬより 43



●参考ホームページ

武田薬品工業株式会社
武田薬品COVID-19ワクチン関連特設サイト

https://www.take-care-covid-19.jp/

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 PMDA
重篤副作用疾患別対応マニュアル アナフィラキシー
https://www.pmda.go.jp/files/000231682.pdf

厚生労働省

副反応疑い報告制度
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou20/hukuhannou_houkoku/index.html

副反応に関する情報

44

https://www.take-care-covid-19.jp/
https://www.pmda.go.jp/files/000231682.pdf
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ワクチン保管

 常温で放置しワクチンが保管温度を逸脱し廃棄した

 冷凍庫・冷蔵庫の故障、冷凍庫の電源不備、停電時の対応不備により廃棄した

接種準備

 同じ時間、同じ場所で異なるロットのワクチンを取扱い、ロットがわからなく
なった

 予診時の確認が不十分で、対象でない年齢の者に接種した

ワクチン接種

 投与間隔を十分に開けず2回接種した

 ワクチンを充填せず、接種を行った

 使用済みのシリンジ・針を他の接種者へ再度使用した

現在のワクチン接種におけるトラブル事例

45



各省庁照会窓口一覧
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 新型コロナワクチンの職域接種の総合窓口（首相官邸ホームページ）

 https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/shokuiki_sesshu.html

 職域接種に関するお知らせ（厚生労働省ホームページ）

 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_shokuiki.html

 新型コロナワクチンの職域接種の推進について（大阪府ホームページ）

 https://www.pref.osaka.lg.jp/kansensho/vaccine/coronasyokuiki.html

 大阪府健康医療部ワクチン接種推進課 職域接種サポートチーム

 電話番号 06-6941-0351 （内線2077，４７１５）

 メールアドレス vaccine-g04@gbox.pref.osaka.lg.jp

問い合わせ先
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